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Abstract
  “The Nine Chapters on the Mathematical Art” was the oldest book of mathematics in China 
before the unearthing of “Suan-shu shu.” The aim of our research is to provide a complete 
translation and annotation of it including annotations of Liu Hui（劉徽）and Li Chunfeng（李
淳風）from the viewpoint of our previous work on “Suan-shu shu.” 
  This is the nineteenth article based on our research and results in which we studied the 
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［一五］今有人、 持金十二斤出關。 關稅之、 十分而取一。 今關取金二斤、 償錢











384銖なので、金 1 斤＝13 1―8 銭×384＝5040銭となる。また本題の答えによると、 1
斤は6250銭であり、文献史料とは食い違う。
　　（1 10）計算は以下の通り。税率が 1 割なので、金12斤の関税は12―10斤。それが
　　　 2 斤－5000銭と等しいので、 2 斤－5000銭＝12―10斤。これより、
　　　 2 斤－12―10斤＝5000銭がなりたつので、金20斤－12斤＝ 8 斤＝50000銭。ゆえに
　　　 金 1 斤は50000銭÷ 8 斤＝6250銭。
訳： 今、ある人が金12斤を持って関所を出た。関所ではこれに対して 1 割を課税する。今、
関所で金 2 斤を徴収し、5000銭を償還した。金 1 斤は銭いくらに相当するか。
　　　答えにいう、6250銭。
　　 　術にいう、10を 2 斤に掛け、そこから12斤を引き、余りを法とする。10を5000に掛
けて実とする。実を法で割ると、 1 銭を単位とする答えが得られる。
[41][注]按、 此術、 置十二斤、 以一乘之、 十而一、 得一斤五分斤之一、 即所當稅者也。 減
二斤、 餘即關取盈金。 以盈除所償錢、 即金直（値）也。 今術既以十二斤爲所稅、 則是以十爲












分の 1 を計算しているので、「以一乘之」が必要である。 3 割の税率ならば 3 を掛
けて10で割る、というように、必ず掛け算と割り算の両方が必要である。







［一六］今有客馬、 日行三百里。 客去忘持衣、 日已三分之一［42］、 主人乃覺。 持衣
追及與之而還、 至家視日四分之三。 問主人馬不休、 日行幾何。
答曰、 七百八十里。

























































分にできないので、分母を 2 倍して 5―24 とする。これが主人と客が同じ距離を行く時
の所要時間の率である。
[44][注]法二十四分之五者、 主人往追用日之分也。 三分之一者、 客去主人未覺之前獨行用
日之分也。 幷連此數得二十四分日之十三、 則主人追及前用日之分也。 是爲客行主人追及用
日率也。 然則主人用日率者、 客馬行率也。 客用日率者、 主人馬行率也。 母同則子齊、 是爲

























[45][劉注]欲知主人追客所行里者、 以三百里乘客用[一]日分子十三、 以母二十四而一、 得










　　　 客が出発し主人が追いつくまでの所要時間は、 5―24 ＋
1―3 ＝
13―24 日である。客馬の走行
距離をxとおくと、 1 日：300里＝13―24日：x の比例式が成り立つので、
　　　 x＝（300×13）÷24＝162 1―2 里が得られる。この計算をここでは、「三百里を以て客
の用日の分子十三に乗じ、母の二十四を以て一とし、一百六十二里半を得」と言っ
ている。さらに、客馬の走行距離を主人の片道所要時間で割ると、主人の馬が1日








［一七］今有金箠、 長五尺。 斬本一尺、 重四斤。 斬末一尺、 重二斤。 問、 次一尺各
重幾何。
答曰、 末一尺、 重二斤。 次一尺、 重二斤八兩。 次一尺、 重三斤。 次一尺、 重三斤
八兩。 次一尺、 重四斤。
術曰、 令末重減本重、 餘即差率也。 又置本重、 以四間乘之、 爲下第一衰。 副置、























　　　 差率（両端の重さの差）は 4 斤－ 2 斤＝ 2 斤である。金箠の切れ目は 4 つあるので、
尺ごとの差は 2―4 となる。ここで、4を分母とする分数になっているので、整数にす
るために、本の重さを 4 倍しておく。
　　　下（本）の第 1 衰は 4 × 4 ＝16。
　　　第 2 衰は 16－2＝14、14× 4―16＝
7―2 ＝3.5斤、 1 斤＝16両なので、 3 斤 8 両。
　　　第 3 衰は 14－2＝12、12× 4―16＝ 3 斤。
　　　第 4 衰は 12－2＝10、10× 4―16＝
5―2 ＝ 2 斤 8 両。
訳： 今金の箠があり、長さは 5 尺である。本の部分の 1 尺を切ると重さは 4 斤で、末の 1
尺を切ると重さは 2 斤である。問う、 1 尺ごとの重さはそれぞれいくらか。
　　 　答えにいう、末の 1 尺は重さ 2 斤。次の 1 尺は重さ 2 斤 8 両。次の 1 尺は重さ 3 斤。
　次の 1 尺は重さ 3 斤 8 両。次の 1 尺は重さ 4 斤。
　　 　術にいう、末の重さを本の重さから引くと、その答えが差の率である。さらに本の




とする。本の重さ 4 斤を全ての列衰に乗じ、各自を実とする。実を法で割ると、 1 斤
を単位とする答えを得る。
[46][劉注] 按、此術、五尺有四間者、有四差也。 今本末相減、餘、即四差之凡數也。 以四約之、
即得毎尺之差。 以差數減本重、 餘即次尺之重也。 爲術所置、 如是而已。













2―4 ＝ 3 斤、 2 －
2―4 ＝
5―2 ＝2.5斤となる。
訳：按ずるに、この術において、 5 尺に 4 間が有るということは、 4 つの差があるという
ことである。今、本から末を引くと、その答えが 4 つの差の合計である。 4 でこの合
計を割ると、尺ごとの差を得る。本の重さから差の数を引くと、その答えが次の尺の
重さである。術が説く中身はこのようなものである。
　　 　今この率は 4 を分母とするので、分母の 4 を本の 4 斤に乗じて衰とし、その率を通
ずるのである。また末の重さを置いてこれに切れめの数 4 を乗じ、上の第 1 衰として
もよい。差重率（＝2 ）をこれに加えると、直下の衰となる。
[47][劉注]以下第一衰爲法、 以本重乘其分母之數而又返[一]此率乘本重爲實。 一乘一除、 勢
無損益、 故惟本存焉。 衆衰相推爲率、 則其餘可知也。











　　　 末衰（＝8 ）を法とし、末重の 2 斤を列衰に掛けたものを実として、実を法で割る、
というのは、次のような比例計算である。本の重さをxとすると、 8 ： 2 斤＝16：







　　 　また、別に末の衰（＝8）を置いて法となし、末の重さの 2 斤を列衰（＝16、14、
12、10）に乗じて実としてもよい。これはまわりくどいけれども、これが古いやり方
なので、新しいやり方で説明した。
［一八］今有五人、 分五錢。 令上二人所得與下三人等。 問各得幾何。

















　　（1 22）計算は以下の通り。列衰 5 、 4 、 3 、 2 、 1 を置く。上は 2 人で 9 、下は 3 人
で 6 である。下は 1 人多くて 3 少ないのだから、上下の得る数を等しくするために
は、全員に 3 を足せばよい。ゆえにそれぞれ、 5 ＋ 3 ＝ 8 、 4 ＋ 3 ＝ 7 、 3 ＋ 3 ＝










5銭×6―30 = 1 銭、丁









　　 　術にいう、銭の錐行衰（ 5 、 4 、 3 、 2 、 1 ）を置く。上の 2 人を合わせて9（= 5
＋ 4 ）とし、下の 3 人を合わせて 6（= 3 ＋ 2 ＋ 1 ）とする。 6 は 9 より 3 少ない。 3
をひとしく衰に加え、別にそれらを合計して法とする。分ける銭を、まだ合計してい
ない列衰（ 8 、 7 、 6 、 5 、 4 ）に乗じて、各自を実とする。実を法で割ると銭を単
位とする答えを得る。
[48][劉注]按、 此術、 錐行者謂如立錐、 初一、 次二、 次三、 次四、 次五、 各均爲一列者也。
訓読：按ずるに、この術、「錐行」とは、立てし錐の如く、初は一、次は二、次は三、次は四、
次は五、各おの均しく一列を為すものを謂う也。
訳：この術を按ずるに、「錐行（衰）」とは、立てた錐のように、最初が 1 、次が 2 、その
次が 3 、その次が 4 、その次が 5 と、各々の差が等しい 1 列をなすことを謂うのであ
る。
　　
[49][劉注]數不得等、 但以五、 四、 三、 二、 一爲率也。
訓読：数、等しきを得ず（123）、但だ五、四、三、二、一を以て率と為すなり。
注：（123）「數不得等」とは、上の 5 ＋ 4 、下の 3 ＋ 2 ＋ 1 が等しくないことを言う。
訳：上下の数の和が等しくならないので、 5 、 4 、 3 、 2 、 1 という数字を率とするので
ある。
[50][注]此問者、 令上二人與下三人等。 上・下部差一人、 其差三。 均加上部、 則得二三、
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均加下部、 則得三三。 下部猶差一人差得三、 以通於本率、 即上・下部等也。 於今有術、 副
幷爲所有率、 未幷者各爲所求率、 五錢爲所有數、 而今有之、 即得等耳。
假令七人分七錢、 欲令上二人與下五人等、 則上・下部差三人、 幷上部爲十三、 下部爲十五、
下多上少、 下不足減上、 當以上下部列差而後均減。 乃合所問耳。
此可放下術。 令上二人分二錢半爲上率、 令下三人分二錢半爲下率。 上・下二率以少減多、























　　（1 25） 下部は 1 人多くて 3 足りないので、上下を等しくするには 1 人あたり 3 を加え
ればよい。 7 人の場合、下が 3 人多くて 2 多いので、下から 2 を引くためには、全
員から 2―3（= 2 ÷ 3 人）引けばよい。
　　（126） 5 人で 5 銭を分ける問題の別解は以下の通り。

















訳： この問題は、上の 2 人（の得る銭数）と下の 3 人（の銭数）を等しくするものである。
上部・下部の（人数の）差は 1 人で（衰の）差は 3 である。この 3 を等しく上部に加え
ると 2 の 3 倍、即ち 6 を得、等しく下部に加えると、則ち 3 の 3 倍、即ち 9 を得る。




　　 　もし 7 人で 7 銭を分け、上の 2 人と下の 5 人の銭数を等しくしようとすれば、上部
と下部の差は 3 人、上部を合計すると13、下部は15となる。下が多く上が少ないので、
下は上から引くことができない。（だから）上下部の列衰の差（＝2 ）を 3 で割ってから、
その数を等しく引くべきである。そうすると問いの意に合うのである。
　　 　この場合、次の第19題における術にならってもよい。上の 2 人で 2 銭半を分けて上
率とし、下の 3 人で 2 銭半を分けて下率とする。上下2率で、少ない方を多い方から
引き、答えを実とする。 2 人、 3 人を置いてそれぞれを半分にし、それらを 5 人から
引き、余りを法とする。実を法で割ると、これが衰と衰の差である。下率の 5―6 は、丁
が得る銭数である。
［一九］今有竹九節、 下三節容四升、 上四節容三升。 問、 中間二節欲均容各多少。
答曰、 下初、 一升六十六分升之二十九。 次、 一升六十六分升之二十二。 次、 一升
六十六分升之一十五。 次、 一升六十六分升之八。 次、 一升六十六分升之一。 次、
六十六分升之六十。 次、 六十六分升之五十三。 次、 六十六分升之四十六。 次、
六十六分升之三十九。






























3 節の平均、即ち第 2 節の容量なので、下の第 1 番目は、 4―3 ＋
7―66＝1
29―66となる。











　　 　術にいう、下の 3 節で 4 升を割って下率とし、上の 4 節で 3 升を割って上率とする。
上・下の率の、少ない方を多い方から引き、余りを実とする。 4 節、 3 節を置き、そ
れぞれを半分にし、その数値を 9 節より引き、余りを法とする。実を法で割る。これ
が衰の差である。下率の1 1―3 升は、下の第 2 節の容量である。
[51][劉注]此二率者、 各其平率也。
訓読：この二率は、各おのその平率なり。
訳： この 2 つの率（上率と下率）は、上・下それぞれの平均の率である。
















































[55][劉注]按、 此術、 置鳧七日一至、 雁九日一至。 齊其至、 同其日、 定六十三日鳧九至、
雁七至。 令鳧・雁倶起而問相逢者、 是爲共至。 幷齊以除同、 即得相逢日。 故 「幷日數爲法」
者幷齊之意。 「日數相乘爲實」 者、 猶以同爲實也。


















　　（1 35）考え方は次の通り。鳧は 7 日で 1 至、雁は 9 日で 1 至。日を「同」する、即ち
7 と 9 の最小公倍数をとると63なので、63日で鳧は 9 至、雁は 7 至である。同時に
飛び立って途中で出会うということは、両者を足して 1 至になることである。63日
で16至（= 7 至＋ 9 至）であるので、 1 至は63―16＝3
15―16日となる。
　　　 　また別解は以下の通り。鳧は１日に 1―7 至、雁は１日に
1―9 至飛ぶ。これを通分する
とそれぞれ 9―63至、
7―63至となる。これは、南北海の距離が63分で、鳧が 1 日で 9 分、
雁が 1 日で 7 分行く、ということである。鳧と雁の 1 日の行く分をあわせると、
　　　 9 ＋ 7 ＝16である。これで63分を割ると、かかる日数は63÷16＝3 15―16日となる。
訳： 按ずるに、この術では、鳧の 7 日で 1 至、雁の 9 日で 1 至を置く。その至を「斉」
し、その日を「同」すると、63日で鳧 9 至、雁 7 至となる。鳧と雁を同時に飛び立た
せ、出会うまでの日数を問うというのは、両者あわせて 1 至になるということである。
「斉」を足して（ 9 至＋ 7 至）、それで「同」（ 7 × 9 ＝63）を割ると、出会う日数を得る。
ゆえに「日数を足して法となす」とは、「斉」を足すという意味であり、「日数を掛け
て実とする」とは、「同」を実とするのと同じことである。
　　 　別解に言うには、鳧は 1 日に 1―7 至行き、雁は 1 日に
1―9 至行く。これを「斉」し、「同」
すれば、鳧は 1 日に 9―63至行き、雁は1日に
7―63至行くことになる。これは南海北海の隔
















　　　 甲は 5 日で 1 至、乙は 7 日で 1 至なので、 1 至の日数を合わせると 5 ＋ 7 ＝12、こ
れを法とする。乙は 2 日早く出発したのでその分を引き 7 － 2 ＝ 5 、甲の日数（ 5 日）
を掛けて 5 × 5 ＝25、これを実とする。実を法で割ると、25÷12＝2 1―12が答えとなる。
訳： 甲は長安を出発して 5 日で斉に至り、乙は斉を出発して 7 日で長安に至る。今、乙は
甲より 2 日早く出発し、（乙が出発して 2 日後に）甲は長安を出発した。問う、何日
目に出会うか。
　　　答えにいう、2 1―12日。
　　 　術にいう、5 日と 7 日を足したものを法とする。乙が先発した 2 日を 7 日から引き、
余りを、甲の日数に掛けて実とする。実を法で割ると、日を単位とした答えを得る。
[56][劉注]按、 此術 「幷五日・七日爲法」 者、 猶幷齊爲法。 置甲五日一至、 乙七日一至、
齊而同之、 定三十五日甲七至、 乙五至。 幷之爲十二至者、 用三十五日也。 謂甲乙與發之率






訳： 按ずるにこの術は、「 5 日・ 7 日を併せて法をなす」とは、「斉」を併せて法とするの
と同じである。甲の 5 日にして 1 至、乙の 7 日にして 1 至を置き、これらを「斉」し、
「同」すれば、35日で甲は 7 至、乙は 5 至となる。これ（ 7 至と 5 至）を併せて12至と
なり、12至には35日必要なのである。これは甲乙が同時に出発する時の率である。こ
のようであるならば、日数は至となり、日数を割るべきである。故に（ 5 日と 7 日の
合計を）法とするのである。
　　　





訳： 「 7 日から（ 2 日を）引く」とは、甲乙が同時に出発するという意味である。もし出発
点を甲乙が同時に出発する地点とすれば、元の道のりの数においては乙の 2 日分を引
いた余りである。
[58][劉注]七者、 長安去齊之率也。 五者、 後發相去之率也。 今問後發、 故舍（舍）七用五。




注：（1 37）甲は 5 日で 1 至なので 1 日で 1―5 =
7―35至、この分子の 7 を「長安より斉に去くの率」
と言っている。乙は 7 日で 1 至なので 1 日で 1―7 =
5―35至、この分子の 5 を「後発相い
去るの率」と言っている。ここで乙が 2 日後に出発する時、乙は甲と同じく 5 日行
くので、乙の率 5 に 5 日をかけて25日を得る。
訳： 7 は、甲が長安から斉に行くまでの距離の率である。 5 は、乙が 2 日後に出発する時
の率である。今、 2 日後に出発する時点を問うのだから、 7 ではなく 5 を用いるので
ある。 5 を甲の 5 日に乗じて25日とするのは、甲 7 至、乙 5 至でそれぞれ行くとき、
この25日を用いることを言っているのである。
[59][劉注]一日甲行五分至之一、 乙行七分至之一。 齊而同之、 甲定日行三十五分至之七、
乙定日行三十五分至之五。 是爲齊去長安三十五分、 甲日行七分、 乙日行五分也。 今乙先行







　　　 甲は 5 日で 1 至なので 1 日 1―5 至、乙は 7 日で 1 至なので、 1 日
1―7 至である。これに
斉同術を当てはめると、甲は 1 日 7―35 至、乙は 1 日
5―35至となる。これは、斉から長
安までの距離が35分、そのうち、甲は 1 日で 7 分、乙は 5 分行くということである。
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今、乙は 2 日早く出発したので、すでに35分のうち 2 日× 5 分＝10分進んでいるこ
とになる。故に、全体からその分を引くと、35－10＝25となる。
　　　「乙から 2 を引いた余を甲の日数にかける」意味は以下の通り。
　　　甲がA日で 1 至のとき、AB日でB至となるので、甲は 1 日 B―AB至となる。
　　　乙がB日で 1 至のとき、AB日でA至となるので、乙は 1 日 A―AB至となる。
　　 　 AB分、即ち 7 × 5 ＝35分において考えると乙は 2 日早く出発するので、すでに 2
日×A分だけ進んでいる。故に、全体からその分を引くと、AB－2A＝A（B－2）
となる。この「A（B－ 2 ）」が、「乙から 2 を引いた余を甲の日数にかける」とい
うことである。
訳： 1 日に甲は 1―5 至行き、乙は
1―7 至行く。これを「斉」して「同」すれば、甲は 1 日に
7―35
至行き、乙は 5―35 至行くことになる。これは、斉と長安の距離が35分で、甲が 1 日に
7 分行き、乙が 1 日に 5 分行くことである。今、乙は 2 日先行し、すでに10分進んで
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